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1. 2025年12月期第1四半期の連結業績（2024年12月21日～2025年3月20日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第1四半期 783 △9.5 △59 ― △60 ― △20 ―

2024年12月期第1四半期 865 7.0 1 ― 3 ― 6 ―

（注）包括利益 2025年12月期第1四半期　　△31百万円 （―％） 2024年12月期第1四半期　　50百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年12月期第1四半期 △3.36 ―

2024年12月期第1四半期 1.04 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年12月期第1四半期 4,830 2,481 50.7

2024年12月期 4,543 2,531 55.0

（参考）自己資本 2025年12月期第1四半期 2,451百万円 2024年12月期 2,499百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

2025年12月期 ―

2025年12月期（予想） 0.00 ― 3.00 3.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年12月期の連結業績予想（2024年12月21日～2025年12月20日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,058 17.0 △64 ― △67 ― △74 ― △12.43

通期 4,471 27.1 61 ― 55 ― 31 ― 5.28

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

　（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(3）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年12月期1Q 5,992,400 株 2024年12月期 5,992,400 株

② 期末自己株式数 2025年12月期1Q 6,227 株 2024年12月期 6,227 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期1Q 5,986,173 株 2024年12月期1Q 5,945,373 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご
覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済状況は、雇用・所得環境が改善する中、価格転嫁が進み、各種経

済対策の効果もあって緩やかな回復基調が継続しているものの、アメリカの通商政策など今後の政策動向がわが国の

景気を下押しするリスクとなっていることや、中東地域をめぐる情勢並びに為替及び金利の変動に注意する必要があ

ること等により、先行きが不透明な状況となりました。

当社グループが属する電子基板業界は、世界的なＥＶ市場の成長鈍化や産業機器向け製品の在庫調整長期化の影響

により一部市場において需要は低迷したものの、ＡＩ（人工知能）及びＩＣＴ（情報通信技術）関連向け製品の需要

がけん引したことから、緩やかな回復基調に転じました。

このような経済環境の下、電子基板事業及び鏡面研磨機事業において販売は増加したものの、テストシステム事業

及び産機システム事業において販売が減少したことから、売上高は減少いたしました。

これらの結果、連結売上高は783百万円（前年同四半期比9.5％減）と、前年同四半期連結累計期間に比べ81百万円

の減収となりました。

損益については、鏡面研磨機事業の売上高が増加したことに伴う影響はあったものの、テストシステム事業におい

て売上高が減少したことに伴う影響により営業損失59百万円（前年同四半期は１百万円の営業利益）、経常損失60百

万円（同３百万円の経常利益）、投資有価証券の売却に伴う特別利益を計上したことにより親会社株主に帰属する四

半期純損失20百万円（同６百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（電子基板事業）

カメラメーカー向けのリジット板の販売は減少したものの、評価用ＦＰＣの駆け込み需要があったことによりセ

ットメーカー向けの一般試作案件の増加及び産業機器メーカー向けの委託量産の新規案件が増加したことから、売

上高は増加いたしました。損益については、利益率の高いカメラメーカー向けのリジット板の売上高減少に伴う影

響により減益となりました。

その結果、売上高574百万円（前年同四半期比0.4％増）、セグメント利益97百万円（同5.2％減）となりまし

た。

（テストシステム事業）

中国市場の低迷や半導体関連市場における在庫調整の影響を受け、国内外の半導体及び電子基板メーカー各社が

設備投資を抑制した影響からセラミックス基板及びパッケージ基板向けの外観検査機並びにＦＰＣ向けの通電検査

機の販売が減少したことにより、売上高は減少いたしました。損益については、売上高減少に伴う影響により損失

となりました。

その結果、売上高77百万円（前年同四半期比55.6％減）、セグメント損失39百万円（前年同四半期は18百万円の

セグメント利益）となりました。

（鏡面研磨機事業）

フィルム加工向け及びグラビア印刷機向けの研磨機が販売できたこと並びに機械の修理・メンテナンスの受注増

により販売が増加したことから、売上高は増加いたしました。損益については、売上高増加及び研磨機の利益率改

善に伴う影響により増益となりました。

その結果、売上高119百万円（前年同四半期比17.0％増）、セグメント利益22百万円（同155.5％増）となりまし

た。

（産機システム事業）

センサー等の仕入販売が減少したことから、売上高は減少いたしました。損益については、利益率の高いメンテ

ナンス収入の発生による売上総利益率の改善に伴う影響により損失が縮小いたしました。

その結果、売上高12百万円（前年同四半期比23.4％減）、セグメント損失12百万円（前年同四半期は13百万円の

セグメント損失）となりました。
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(2）当四半期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ350百万円増加し、2,888百万円となりました。これは主として、売上債

権並びに現金及び預金が増加したことによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ63百万円減少し、1,941百万円となりました。これは主として、投資有

価証券の売却により投資その他の資産が減少したことによるものであります。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ355百万円増加し、1,207百万円となりました。これは主として、短期借

入金及び流動負債のその他に含まれる契約負債が増加したこと並びに夏季の賞与引当金を計上したことによるも

のであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ19百万円減少し、1,141百万円となりました。これは主として、長期未

払金及び長期借入金が減少したことによるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ49百万円減少し、2,481百万円となりました。これは主として、利益剰余

金が減少したことによるものであります。

(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年12月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想については、2025年１月31日公表の「2024年12月

期決算短信」からの変更はありません。また、当社は2025年２月７日付けの「希望退職者募集に関するお知らせ」に

て開示いたしましたとおり、中期経営計画（2025年12月期～2027年12月期）のもと、事業環境に合わせた組織・人員

の再編成の改革に取り組んでおります。これに伴い、第２四半期連結会計期間において当該施策に係る割増加算金等

の費用として特別損失の計上を見込んでおりますが、当第１四半期連結会計期間において計上した特別利益を以て補

填することとなります。今後、当該過程において開示すべき事項が生じた場合には、速やかに開示いたします。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月20日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年３月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,389,169 1,546,083

受取手形及び売掛金 560,672 752,677

有価証券 100,000 100,000

商品及び製品 43,521 38,882

仕掛品 219,616 223,585

原材料及び貯蔵品 126,268 126,495

その他 99,951 101,704

貸倒引当金 △368 △496

流動資産合計 2,538,830 2,888,932

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 275,360 269,247

機械装置及び運搬具（純額） 212,012 202,139

土地 903,724 903,724

その他（純額） 31,862 29,926

有形固定資産合計 1,422,959 1,405,037

無形固定資産

その他 57,397 55,526

無形固定資産合計 57,397 55,526

投資その他の資産

その他 528,152 484,423

貸倒引当金 △3,652 △3,562

投資その他の資産合計 524,499 480,860

固定資産合計 2,004,857 1,941,424

資産合計 4,543,687 4,830,357

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1）四半期連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年12月20日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年３月20日)

負債の部

流動負債

買掛金 107,486 91,136

短期借入金 371,179 592,140

未払法人税等 20,256 10,645

賞与引当金 － 53,001

製品保証引当金 590 488

その他 351,881 459,854

流動負債合計 851,393 1,207,264

固定負債

長期借入金 321,746 309,452

長期未払金 125,834 113,131

役員退職慰労引当金 164,370 164,370

退職給付に係る負債 539,711 544,973

資産除去債務 9,247 9,248

固定負債合計 1,160,910 1,141,175

負債合計 2,012,303 2,348,440

純資産の部

株主資本

資本金 822,195 822,195

資本剰余金 945,495 945,495

利益剰余金 559,362 521,313

自己株式 △116 △116

株主資本合計 2,326,936 2,288,888

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 120,461 111,101

為替換算調整勘定 52,102 51,111

その他の包括利益累計額合計 172,563 162,213

非支配株主持分 31,883 30,815

純資産合計 2,531,383 2,481,917

負債純資産合計 4,543,687 4,830,357
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年12月21日
　至　2024年３月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年12月21日

　至　2025年３月20日)

売上高 865,849 783,899

売上原価 593,605 562,780

売上総利益 272,244 221,119

販売費及び一般管理費 270,476 280,648

営業利益又は営業損失（△） 1,767 △59,528

営業外収益

受取利息 385 393

助成金収入 2,515 1,475

その他 2,344 1,759

営業外収益合計 5,244 3,628

営業外費用

支払利息 2,412 3,184

債権売却損 654 732

その他 76 978

営業外費用合計 3,143 4,895

経常利益又は経常損失（△） 3,868 △60,795

特別利益

投資有価証券売却益 － 44,754

補助金収入 8,366 －

特別利益合計 8,366 44,754

特別損失

固定資産除却損 0 －

固定資産圧縮損 8,366 －

特別損失合計 8,366 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
3,868 △16,041

法人税等 △2,955 5,441

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,824 △21,483

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
611 △1,393

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
6,212 △20,089

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

太洋テクノレックス㈱（6663）2025年12月期　第１四半期決算短信

－ 6 －



(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年12月21日
　至　2024年３月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年12月21日

　至　2025年３月20日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,824 △21,483

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 42,299 △9,359

為替換算調整勘定 1,691 △665

その他の包括利益合計 43,990 △10,025

四半期包括利益 50,815 △31,508

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 50,055 △30,440

非支配株主に係る四半期包括利益 760 △1,067

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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(3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算)

税金費用の計算については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を

乗じて計算する方法によっております。ただし、当該見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く結果

となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年12月21日

至　2024年３月20日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年12月21日

至　2025年３月20日）

減価償却費 32,301千円 30,584千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

太洋テクノレックス㈱（6663）2025年12月期　第１四半期決算短信

－ 8 －



（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

電子基板
事業

テストシス
テム事業

鏡面研磨機
事業

産機シス
テム事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

572,255 175,585 102,012 15,995 865,849 － 865,849

セグメント間
の内部売上高又
は振替高

－ － － 219 219 △219 －

計 572,255 175,585 102,012 16,215 866,068 △219 865,849

セグメント利益
又は損失（△）

102,564 18,803 8,966 △13,909 116,424 △114,656 1,767

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

電子基板
事業

テストシス
テム事業

鏡面研磨機
事業

産機シス
テム事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

574,353 77,954 119,334 12,257 783,899 － 783,899

セグメント間
の内部売上高又
は振替高

－ － － － － － －

計 574,353 77,954 119,334 12,257 783,899 － 783,899

セグメント利益
又は損失（△）

97,246 △39,937 22,907 △12,568 67,648 △127,177 △59,528

（セグメント情報等の注記）

前第１四半期連結累計期間（自　2023年12月21日　至　2024年３月20日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△114,656千円には、セグメント間取引消去等5,397千

円、各報告セグメントに配分していない全社費用△120,054千円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間（自　2024年12月21日　至　2025年３月20日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△127,177千円には、セグメント間取引消去等5,664千

円、各報告セグメントに配分していない全社費用△132,842千円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っており

ます。
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